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新潟市製造業IoTチャレンジ事業の成果

１．実証事業の概要

（１）実施事業の目的

①工場内で、IoTとAIを用いた金型の位置情報探索シ
ステムを構築し、金型探索時間の短縮による生産性
向上

②デバイス選択、データ収集や分析にかかる環境構
築、実装ノウハウをフレームワーク化し、他企業へ展
開

（２）実施事業の期間

平成29年9月1日～平成30年3月31日
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新潟市製造業IoTチャレンジ事業の成果

１．実証事業の概要

（３)全体概要（IoT/AIを活用した工場のデータ化およびその活用の流れ）

搬入金型

工場内の物品情報

(金型＋センサーとなる機器)

スキャン

RFID タグ

搬出

システム機能・業務手順
(意味づけ)

工場の情報を取得するセンサー

RFID レシーバー

MS-Azureクラウドシステム

(情報のシステム化、抽象化、共有化)

管理対象の金型

保管位置・工程

今後追加される情報

データ活用のためのサブシステム

(基本データを応用し、恩恵を得る )

金型・位置のリスト化

AI での位置・工程予測

人員の動静解析(今後)
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１．実証事業の概要

（３)全体概要（システム構成）
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構内ポータルシステム

金型製造現場

ポータルサーバー
(金型・工程データ管理)

ポータル用タブレット
(現場でのデータ参照)

Web Apps
(デバイス/ポータル通信)

SQL Server
(データ蓄積・集計)

Machine Learning
(AIによる多角分析)

QRコード
(金型の基本情報)

RFIDタグ
(金型の監視)

ハンディタイプレシーバー
(金型の監視)

Microsoft Azure
（クラウドデータセンター）

構内LAN インターネット

記録・参照

学習・分析センサー

ユーザー企業
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１．実証事業の概要

（３)全体概要（現場・システムの流れ）
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ポータルサーバー
(金型・工程データ管理)

Microsoft Azure
（現場情報の集計・分析）

①搬入
(管理する金型の登録)

QRコード(金型情報)発行

②スキャン
(定時・移動時に金型スキャン)

③搬出
(出荷時にタグを初期化)

取付

取り外し

タグの再利用

タブレット
・金型位置参照
・金型情報参照
・工程情報参照

データ参照 分析データの参照

ハンディレシーバーで
現場の金型の状況を送信

ユーザー企業
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１．実証事業の概要

RFIDタグ

ハンディ式レシーバー
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２．導入による効果
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２．導入による効果

（１）事業実施前の金型探索時間

1人1ヶ月20時間

（２）目標設定

1人1ヶ月5時間

1人月160時間（1日8時間×稼働日数20日）のうち15時
間の金型探索時間の削減となり、9.4％の生産性向上
を目指す
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２．導入による効果

（３）目標達成に向けた施策

①金型工場内でも情報取得が可能なRFIDタグやレ
シーバーの選定、活用方法の実証

②金型をリアルタイムに追跡、モニタリング、記録する
システムの開発

③クラウドに蓄積された情報をもとに、工場内の資材
動静および工程を最適化できるAIシステムの基礎部
分を構築

④構築したシステムを業務現場に導入

⑤運用担当者への教育と運用体制の整備
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新潟市製造業IoTチャレンジ事業の成果

２．導入による効果

（４）施策実施後の効果

実証期間中の金型探索時間は、従来の目視のみの
方法と比較して68.7％削減

⇒探索時間は1人1ヶ月20時間から6.3時間に削減

1人月160時間のうち13.7時間の削減により8.6％の生
産性向上を実現

⇒今後、データの蓄積によるAI機能を使った金型位置
予測システムの精度を高めることで、更なる時間短縮、
生産性向上が実現する見込みである
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３．今後の展開
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３．今後の展開

（１）自動スキャン方法の検討

今回は性能とコストにより、ハンディ端末を持ち、
スタッフが巡回スキャンする方式を選択した。
今後、デバイスの入手性やコスト面での問題が
クリアされる際は、固定機による自動スキャンを
検討したい。
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①現状

スタッフの巡回によるスキャン

②今後

固定機による自動位置検知



天候天候

新潟市製造業IoTチャレンジ事業の成果

３．今後の展開

（２）製造フロー全体の効率化

構築したAI機能による金型位置予測機能の他に、

金型の様々な要素情報を追加し、製造フローの

効率化提案ができる情報をAIにより算出する

システムへと展開したい。
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発注メーカー

設計データ

材質

製造機器
Machine Learning

工程の効率化

予兆保守

長期受注予測

他メーカーとの
連携計画

①情報の多面化 ②分析の多面化
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３．今後の展開

（３）工場内動静情報の視覚化

工場内の3次元情報を軸に、工場内の設備、機器、

金型、人員などをARなどで視覚化し、金型の製造

フロー全体を含めた工場内の人員・設備・金型加工

フローの全視覚化を検討していきたい。

15

・製造機器・設備の状況
・受発注状況
・天候・温湿度等の環境情報
・車両の動き
・リアルタイム生産状況
・歩留まり率
・稼働時間(人・機械)
・在庫(生産在庫・原料在庫)
・現在・将来の生産計画 など


